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絵本の玉手箱　７月のおはなし会
■日　時 ①7月18日(金)14時～15時30分
②7月21日（月）10時～11時30分
■場　所 ①あぶた読書の家②あぶた母と
子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオ読み聞かせの会
■日 時 7月17日(木)14時10分～14時40分
■場　所 虻田小学校図書室
■問合せ 松本（☎ 76-2613）

むかしのくらし図鑑
金斗鉉
　「むかしのくらし」を知ることで、
人々の間で受け継がれ、変化して
きた日本の歴史を感覚的に学ぶこ
とができます。ワクワクしながら
しかけをめくり、むかしのひとた
ちの「くらし」を楽しく学びましょ
う。（あぶた読書の家所蔵）

今月の
リポーター
白澤祐子さん

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
逃
亡
者
は
北
へ

向
か
う
（
柚
月
裕
子
）
▽
リ
ペ
ア

ラ
ー
（
大
沢
在
昌
）
▽
み
つ
ば
の

郵
便
屋
さ
ん
幸
せ
の
公
園
（
小
野

寺
史
宜
）
▽
天
狼
東
京
湾
臨
海
署

安
積
班
（
今
野
敏
）
▽
ミ
ナ
ミ
の

春
（
遠
田
潤
子
）
▽
絵
馬
と
脅
迫

状
（
久
坂
部
羊
）
▽
氏
家
京
太
郎
、

奔
る
（
中
山
七
里
）
▽
熟
柿
（
佐

藤
正
午
）
▽
織
部
の
妻
（
諸
田
玲

子
）
▽
伊
根
の
龍
神
（
島
田
荘
司
）

▽
流
氷
の
果
て
（
一
雫
ラ
イ
オ
ン
）

＜

児
童
書＞

▽
楽
し
く
考
え
る

教
科
書
の
お
話
１
年
生
・
２
年
生

（
白
坂
洋
一
）
▽
考
え
を
広
げ
る

教
科
書
の
お
話
３
年
生
・
４
年
生

（
白
坂
洋
一
）
▽
考
え
を
深
め
る

教
科
書
の
お
話
５
年
生
・
６
年
生

（
白
坂
洋
一
）
▽
ゴ
ト
ゴ
ト
ゴ
ッ

ト
ン
（
新
井
洋
行
）
▽
20
ぴ
き
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
（
た
し
ろ
ち
さ
と
）

▽
お
だ
ん
ご
バ
ス
（
ば
ば
ま
ほ
）

▽
ま
て
な
い
の
（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン

ス
ケ
）
▽
オ
ム
ラ
イ
ス
だ
い
す
き

（
苅
田
澄
子
）▽
な
ん
で
な
ん
で
？

（
し
ら
と
あ
き
こ
）
▽
地
球
一
家

が
、
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。（
ト
ナ

ミ
ゲ
ン
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
あ
り
か
（
瀬
尾

ま
い
こ
）▽
ア
ル
プ
ス
席
の
母（
早

見
和
真
）▽
珈
琲
怪
談（
恩
田
陸
）

▽
恋
の
収
穫
期
（
最
果
タ
ヒ
）
▽

ヨ
シ
モ
ト
オ
ノ
（
吉
本
ば
な
な
）

＜
児
童
書＞

▽
大
人
も
知
ら
な

い
み
の
ま
わ
り
の
謎
大
会
（
ネ
ル

ノ
ダ
イ
ス
キ
）
▽
ハ
ム
ス
た
ん
て

い
と
か
い
と
う
ニ
ャ
ー
（
大
塚
健

太
）
▽
み
ん
な
が
知
り
た
い
！
骨

の
す
べ
て
ホ
ネ
か
ら
わ
か
る
生
き

も
の
た
ち
の
進
化
と
生
態
（
え
ぞ

ホ
ネ
団Sapporo

）
▽
新
ざ
ん
ね

ん
な
生
き
も
の
事
典
（
今
泉
忠
明
）

▽
メ
ロ
と
タ
ビ
の
ク
ッ
キ
ー
だ
い

さ
く
せ
ん
（
ま
め
き
ち
ま
め
こ
）

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
協
力

隊
活
動
２
年
目
の
現
況

は
昨
年
度
に
続
い
て
、
配
属
先

で
あ
る
観
光
振
興
課
ジ
オ
パ
ー

ク
・
縄
文
推
進
室
に
お
い
て
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
（
Ａ

Ｔ
）
に
関
わ
る
業
務
や
、
地
域

へ
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど
に
従

事
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
協

力
隊
の
任
期
終
了
後
の
進
路
に

つ
い
て
、配
属
先
の
み
な
ら
ず
、

様
々
な
分
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
広

げ
、
定
住
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
ん
な
中
、
春
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
の
ふ
れ
あ
い
交

流
会
（
虻
田
地
区
）
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
交
流
会
と
は
、
町
内

在
住
の
高
齢
者
の
方
々
が
、
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し

が
送
れ
る
よ
う
開
催
し
て
い
る

行
事
で
、
軽
い
体
操
や
ゲ
ー

ム
、
手
作
り
の
食
事
会
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
私

の
役
割
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
お
手
伝
い
で
、
利
用
者
さ
ん

と
の
会
話
や
交
流
が
と
て
も
楽

し
く
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、
健
康

寿
命
を
延
伸
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
生
活
習
慣
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
環
境
も
と

て
も
大
切
で
す
。
私
自
身
、
24

時
間
眠
ら
な
い
街
か
ら
洞
爺
湖

町
に
転
居
後
、
雄
大
な
自
然
の

中
で
暮
ら
し
、
睡
眠
の
質
が
上

が
り
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
が
軽

減
し
、
心
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

笑
顔
と
元
気
を

モ
ッ
ト
ー
に
洞

爺
湖
暮
ら
し
を

続
け
て
い
き
た

い
と
願
い
ま
す
。

新
刊
案
内

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 30 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

から家書読 の


